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様々な細胞機能を制御する細胞間接着分子クローディン(CLDNs)ファミリーについて、





シグナルが第二細胞外ドメインと C 末端細胞内ドメインおよび第 197 チロシン残基に依存
して，SFK/AKT 経路の活性化を介して乳がん悪性形質を増強することを見出した．さらに
トランスクリプトーム解析で，CLDN4 によって正に発現制御されるがん悪性形質関連遺伝
子群に ERαと LXRs の標的遺伝子群が含まれており、ERαと LXRs の標的遺伝子群の発
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